






















































A Difference of Girls’ Acceptance of Sex and Gender by School Grades:
In Terms of Sex and Gender Acceptance, Gender Consciousness and Image of Mother
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　 中核・満足 母性 劣等感　 　共通性
α=.786 α=.816 α=.496
  4. 生まれ変わっても、また女に生まれたい .822 .040 .256 .686
  1. 女に生まれてよかった .813 .077 .235 .700
  2. 自分の身体が好きである .751 -.034 -.283 .712
  5. 自分の身体に満足している .706 -.057 -.344 .688
  9. 育児は母親の喜びである -.047 .869 -.057 .717
  6. 将来、ぜひ子どもを産みたい -.012 .867 .012 .744
  3. 子供を生めるのは女性の喜びだ .124 .803 -.035 .743
10.異性から身体のことで嫌なことを言われたことがある .149 -.113 .781 .669




固有値 2.956 2.676 1.614
削除項目
7. 将来あの人のようになりたいと思う同性の大人が身近にいる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （主成分分析、プロマックス法）
質問項目 楽観的 社会進出 共通性
　 α=.582 α=.576 　
  5. 女性は甘えが許されるので得である .761 .099 .589
  8. 女性は働かなくても夫の収入があれば生活できるので得 /楽である .756 -.048 .573
  2. 女性は期待されないので気が楽である 　.676 -.154 .438
  3. 家事や育児は女性の仕事である .437 -.235 .246
  4. 女性も専門的なことを学んで、社会に生かすべきである -.067 .804 .651
  7. 女性も社会的に責任ある立場に立つべきである -.150 .755 .593




























































質問項目 同一視 妻　 共通性
　 α=.784 α=.806 　
  6. 母が好きである .856 -.043 .700
  7. 母は、自分の味方である .841 -.067 .658
  4. 母のようにはなりたくない 　-.766 -.032 .612
  2. 母のような生き方をしたい .659 .208 .609
  1. 親から否定的なことを言われる（「女のくせに…」など） -.549 .062 .272
  5. 母は、父と結婚して幸せである -.083 .938 .811
  3. 母は父を大切にしている .085 .823 .752











　 　 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 全体
　 N 188 196 176 332 288 319 214 322 168 514 2717
中核的・満足 平均値 3.13 2.76 2.83 2.54 2.49 2.42 2.28 2.28 2.31 2.48 2.52 
標準偏差 .657 .723 .723 .718 .670 .613 .691 .599 .628 .614 .695
母性的性受容 平均値 3.32 3.28 3.24 2.92 3.00 2.87 2.86 3.03 2.97 3.23 3.07 
標準偏差 .782 .764 .803 .786 .833 .802 .803 .739 .756 .700 .782
身体的劣等感 平均値 2.20 2.27 2.33 2.26 2.34 2.45 2.57 2.66 2.77 2.76 2.49 
標準偏差 .830 .780 .793 .848 .816 .823 .798 .736 .768 .716 .811
　 　 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 全体
　 N 188 196 176 332 288 319 214 322 168 514 2717
楽観的主婦志向 平均値 2.24 2.15 2.07 2.17 2.13 2.13 2.13 2.08 2.23 2.08 2.13 
標準偏差 .617 .475 .553 .578 .542 .560 .573 .562 .494 .549 .555
社会進出 平均値 2.79 2.88 3.12 3.05 3.06 3.17 3.04 3.13 3.02 3.20 3.07 
標準偏差 .703 .562 .597 .566 .557 .542 .557 .558 .566 .496 .571
　 　 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 大学 全体
　 N 188 196 176 332 288 319 214 322 168 514 2717
同一視 平均値 3.34 3.26 3.25 3.05 2.99 3.00 2.77 2.92 2.91 3.23 3.07 
標準偏差 .676 .704 .586 .703 .646 .641 .740 .657 .721 .592 .679
妻 平均値 3.05 2.82 2.83 2.64 2.61 2.53 2.33 2.38 2.36 2.83 2.64 
標準偏差 .970 .945 .895 .880 .862 .798 .902 .873 .869 .806 .892
学年差（自由度） MSe
中核的・満足 F(9,2707)=36.387＊＊＊＊
高 2・高 1・高 3・中 3・大学・中 2・中 1＜小 5・小 6＜小 4
高 2・高 1・高 3＜中 1
高 2・高 1＜大学・中 2
.432
母性的性受容 F(9,2707)=13.836＊＊＊＊
高 1・中 3・中 1・高 3・中 2・高 2＜大学・小 5・小 4
高 1・中 3・中 1＜小 6
.586
身体的劣等感 F(9,2707)=20.620＊＊＊＊
小 4＜中 3・高 1・高 2・大学・高 3
中 1・小 5＜高 1・高 2・大学・高 3




楽観的主婦志向 F(9,2707)=2.756＊＊＊ 大学＜高 3・小 4 .307
社会進出 F(9,2707)=12.618＊＊＊＊
小 4＜高 3・高 1・中 1・中 2・小 6・高 2・中 3・大学
小 5＜中 1・中 2・小 6・高 2・中 3・大学







高 1・高 3・高 2・中 2・中 3・中 1＜小 6・小 5・小 4
高 1＜中 2・中 3・中 1＜大学
高 1・高 3・高 2＜大学
.435
妻としての母親像 F(9,2707)=17.927＊＊＊＊
高 1・高 3・高 2・中 3・中 2・中 1＜小 4
高 1・高 3・高 2・中 3＜小 5・小 6
高 1・高 2＜中 2＜大学
高 1・高 3・高 2・中 3＜大学
高 1・高 3・高 2＜中 1
.754
＊＊＊＊p<.001,＊＊＊p<.005,＊＊p<.01,＊p<.05
Figure 1-1　中核的性受容・身体的満足の平均値
Figure 1-3　身体的劣等感の平均値
Figure 1-5　妻としての母親像の平均値
Figure 1-2　母性的性受容の平均値
Figure 1-4　母親への同一視の平均値
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る。このことを合わせて考えると、女子における第二
次性徴以降の身体面の混乱や受容の難しさは遷延
化している可能性が推測され、思春期以降の身体面
の性受容が、この時期の課題として、より重要性を増
していることが示唆されたといえよう。
「身体的満足」とは別の次元で「身体的劣等感」が
捉えられている可能性については、すでに述べた通
りであるが、この身体的満足および劣等感が自尊心
や自己肯定感、摂食障害傾向に与える影響は大きい
と考えられており（鈴木・伊藤（15）（16）山下（20）など）、
青年期女子におけるこの課題に対して、どのような支
援が可能であるかについては、今後検討していくこと
が求められる。
（2）社会的性意識について
「社会的性意識」における「社会進出」は、大学生
に向けて上昇していく傾向にある。各校種において、
進路を考える時期を迎えるにあたっては将来の展望
を多かれ少なかれ意識していくものであり、最終的に
大学進学を選択した女子の多くは、社会に出て仕事
をもつことを想定していると推察されるため、このよう
な結果になったと考えられる。
一方、「楽観的主婦志向」は、大学生と比較し、
高3および小4が低い値となった。伊藤（6）は、女子
におけるステレオタイプ的な性役割の同調は中2で
強まり、周囲からの期待に敏感になるとしており、本
結果はこれとは異なる傾向を示している。先行研究に
おける尺度が性同一性における一因子として抽出さ
れており、同性だけでなく、異性に対する性役割も含
めて、その傾向を見出しているのに対し、本研究で
は同性についての性意識に焦点を当てて回答を求め
ているため、一般的な志向性というよりも、自身の在り
方がより反映されたと推測される。このような相違点
が本結果に影響を及ぼしていると考えられる。
本研究において、小4で低い傾向がみられたのは、
性意識そのものに対する意識が低い段階にあるから
だと推察される。一方、高3においては、その後の
進路を現実的に検討する段階となり、専門性をもち、
社会で活躍する場を求めるのか、早い時期に家庭を
もつことを想定するのかなどについて意識が高まる時
期であることが関連していると考えられる。
鈴木・高橋（18）は、“仕事か家庭か”という二者択
一の生き方ではなく、“仕事も家庭も”両立させようとす
る、自立的な女性像を象徴している群では、社会的
立場としての女性性を受け入れられないことから生ま
れてくる葛藤が自己に与える影響は大きいと指摘して
いる。平山（3）は、家庭における子へのケア（育児）、
家事という家族全員へのケア、夫婦相互の物心両面
のケアのいずれのケアの遂行も著しい夫婦間差があ
り、すべてが著しく妻に偏っていることを示している。
また、鈴木・柏木（14）は、性役割分業が個人だけで
なく家族、企業、社会全体に強固に存在すると述べ
ている。一方で、わずかではあるが、若年層におい
て性役割態度の平等志向への変化も確認されている
ことから、今後は社会に出た後の性に対する意識を
調査することも必要であるといえるだろう。
（3）母親像尺度について
「母親への同一視」、「妻として母親像」のいずれ
も、高校生で最も低下し、大学生で上昇するという先
に述べた「性受容」の「中核的性受容・身体的満足」
および「母性的性受容」における発達的変化と類似
した様相が認められた。特に「妻としての母親像」は
思春期以降の低下が顕著にみられ、「中核的性受
容・身体的満足」の発達的変化と類似しており、「母
親への同一視」は「母性的性受容」の変化と似通っ
ている。
伊藤（6）は、女子の父親像、母親像とも中1から中
3にかけて一度低下し、高2になると回復し、大学で
さらに肯定的になるとしている。本結果は、高校生で
最も低くなっていることから、この点については異なる
が、大学生になると肯定的な捉え方に変化する点は
一致している。
青年期前期の主に身体的な面での葛藤と混乱の
中で、親への反抗や否定的な見方は一時的に強まる
と考えられるため、この時期に母親像は低下すると推
測される。先に述べた伊藤（5）のいう青年期における
性同一性の形成の2つの相では、中・後期にあたる
第2の相は、社会的側面の危機で、性役割葛藤が
急増するといわれており、この中・後期へ移行する段
50
階で、同性のモデルとして母親を取り入れていく過
程が想定される。このことと本結果において、母親像
が一旦低下した後、上昇する時期が大学生と従来よ
りも遅くなっていることを合わせて考えると、身体面の
危機である前期から社会面の危機である中・後期へ
の移行が遅延化しているとも推察することができるだろ
う。
また、先述した通り、「妻としての母親像」と「中核
的性受容・身体的満足」、「母親への同一視」と「母
性的性受容」のそれぞれの変化の様相に類似性が
認められていることは特筆すべき点である。これまで
の研究から、母親への信頼感や両親の良好な関係
性の認知が、性受容に与える影響は大きいと推測さ
れる（久芳ら（10）（11）（12）（13）など）。加えて本結果から、
良好な両親の関係性を認知することと身体面も含めて
自らの女性性を受容すること、および母親を同性のモ
デルとして同一視することと子を産み育てる母性を受
容することは、それぞれ関連が認められる可能性が
示されたといえるが、この点については、今後詳細に
検討していく必要があるだろう。
母親像は、「性受容」の「中核的性受容・身体的
満足」、「母性的性受容」と類似した経過をたどって
はいるものの、そのうち、「中核的性受容・身体的満
足」と明らかに異なるのは、一旦低下後、大学生で
上昇する際の程度である。「中核的性受容・身体的
満足」では、大学生段階でもあまり上昇が認められな
かったのと比較し、母親像においては、先行研究に
みられた従来の傾向に近い形で推移し、大学生段
階で上昇していると考えられる。
Ⅳ．まとめ
本研究は、小学4年生から大学生の女子を対象
に、性受容と社会的性意識、母親像それぞれの学
年差を検討することを目的とした。
「性受容尺度」のうち、「中核的性受容・身体的
満足」および「母性的性受容」は、思春期以降に低
下するという先行研究と同様の結果が得られた。一
方、先行研究においては中2で最も低くなり、それ以
降上昇するとされているが、本結果においては、高
校生段階で最も低くなり、その後多少上昇はするもの
の、特に「中核的性受容・身体的満足」では、大学
生に至っても先行研究ほどの上昇はみられないという
結果が得られた。また、「身体的劣等感」において
は、思春期以降上昇し、大学生においても高い値を
示している。このことから、女子における第二次性徴
以降の身体面の混乱や受容の難しさは遷延化してお
り、この時期の身体的性受容の重要性は増している
と考えられる。
「社会的性意識」における「社会進出」は、現実的
に進路を意識する段階と関連し、大学生に向けて上
昇していく傾向にあり、「楽観的主婦志向は」高3お
よび小4において、大学生に比べて低いという結果と
なった。「母親像尺度」は、「母親への同一視」、「妻
として母親像」のいずれも、高校生で最も低下し、大
学生で上昇するという「性受容」のうちの「母性的性
受容」、「中核的性受容・身体的満足」と類似した変
化の様相がみられ、それぞれに関連が認められる可
能性があることが示唆された。
Ⅴ．今後の課題
本研究においては、女子の性受容における発達
的変化を明らかにするため、学年差の検討を行った。
各尺度については、今後、信頼性および妥当性を
高める必要がある。また、性受容の研究は青年期の
女子を対象としたものが多く、男子を対象としたもの
は少ないことから（久芳ら（11）（12）（13）（14））、女子同様、
男子においても発達的観点からの検討を行うことが求
められる。
本結果から、性受容において身体的受容の側面
が大きな影響を及ぼしている可能性が示唆された。
安保・須賀・根建（1）は、身体不満足感への認知行
動的介入の可能性を示しているが、本結果の実態を
踏まえ、身体的受容を促進するために、どのような支
援が有効であるかについて、研究を重なることが望ま
れる。
本研究では、小学校4年生から大学生の女子を
対象に検討を行った。鈴木・柏木（14）は、特に若年
層において性役割分業を否定し平等である態度をと
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りながらも、家庭や職場での実際の行動は、それに
伴わないことも多いとしている。このことから、社会に
出てからの性受容や性意識は、異なった傾向を示す
ことも考えられ、今後の検討課題といえよう。
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